
日本植物形態学会第 35 回総会・大会（札幌大会）のご案内（第２回） 
 
※ 現時点では，対面での実施を予定しています．但し，新型コロナ感染症（COVID-19）の感染拡大の

状況によっては，以下の記載内容に関わらず，オンライン開催への変更があり得ます．特に，植物学会

第 87 回大会の開催形式と連動いたします．オンラインとなった場合でも，総会，受章講演会，ポスター

発表などを実施する予定です．変更の際は本会ウェブサイトへの掲載ならびに会員への電子メール配

信などにより速やかにお知らせします． 

 

第 35 回大会会長：長里 千香子（北海道大） 

第 35 回大会実行委員長：楢本 悟史（北海道大） 

第 35 回大会準備委員長：宮沢 豊（山形大） 

第 35 回大会準備委員：松﨑 令（国立環境研） 

第 35 回大会会計委員長：岩元 明敏（神奈川大） 

日本植物形態学会長：野崎 久義（東京大/国立環境研） 

日本植物形態学会庶務幹事：林 八寿子（新潟大） 

 

１． 期日 2023 年 9 月 6 日（水） 
 
２． 会場 北海道大学 理学部 ５号館 

（〒060-0810 札幌市北区北１０条西８丁目） 

JR「札幌」駅もしくは地下鉄南北線「さっぽろ」駅より徒歩約 15 分，地下鉄南北線「北 12 条」駅より徒歩

約 8 分. https://www2.sci.hokudai.ac.jp/faculty/contact-access 

 

３． プログラム（注 1） 

   10:30-11:45 評議員会   （北海道大・理学部・５号館・205） 

   12:30-13:15 総会   （北海道大・理学部・５号館・大講堂 203） 

   13:30-15:00 講演会   （北海道大・理学部・５号館・大講堂 203） 

   15:00-16:00 ポスターフラッシュ（注 2）    （北海道大・理学部・５号館・大講堂 203） 

   16:00-18:30 ポスター発表／ポスター賞表彰   

（北海道大・理学部・５号館・大講堂 203 横ロビー） 

   
（注 1）場所・時刻については変更の可能性があります．ウェブサイトをご確認ください. 
（注 2）ポスター発表者は全員，実会場による口頭発表（1 分程度）を予定しています．概要を PDF ファイル

（1〜2 枚，A４横向き，３MB 以内）にまとめ，9 月 4 日 (月) 17:00 までに e-mail で大会準備委員（国立

環境研・松﨑 令 matsuzaki.ryo@nies.go.jp） までお送り下さい．その際，ファイル名は「形態学会ポス

ターフラッシュ_氏名.pdf」，電子メールのタイトルは「形態学会ポスターフラッシュ_氏名」としてください．

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/faculty/contact-access
mailto:matsuzaki.ryo@nies.go.jp


（ファイルを e-mail で送付できない方は，事前に e-mail で上記大会準備委員（松﨑）まで連絡の上ご相

談ください.）実会場にてスクリーン表示を行います.  

 

４． 参加費  
大会当日は，参加費受付を設置しません．8 月 10 日（木） 17:00 までに必ず振り込みを行なってくださ

い． 

 
会員： 一般 2,000 円, 学生 1,000 円  
非会員： 一般 3,000 円, 学生 2,000 円 
・郵便振替口座番号：00120-2-669588（加入者名：日本植物形態学会） 

・オンラインバンキング：（銀行名：ゆうちょ銀行，金融機関コード：9900，店番：019，預金種目：当座，店

名：〇一九 店（ゼロイチキユウ店），口座番号：0669588） 

 

※ 通信欄等がある場合は，振込内容（「大会参加費のみ」あるいは「大会参加費と年会費」など）をご記

入ください． 

※ 学生の年会費は 1,000 円です．非会員の学生さんには是非入会をお勧め下さい． 

※ オンライン開催となった場合も同額です． 

※ショートトーク発表・ポスター発表の発表代表者は，学会員に限ります．現在非会員で発表を希望され

る方は，遅くとも発表申し込みまでに入会をお願いします． 
 

５．大会参加登録およびポスター発表申し込み  
当日参加は受け付けません． 大会参加希望者は全員，8 月 10 日（木） 17:00 （必着）までに以下の

大会受付（Google フォーム）から参加登録を行なってください．ポスター発表希望者は参加登録時に発

表の申し込みを行い，参加登録締切日と同じ 8 月 10 日（木） 17:00 までにポスター発表の講演要旨

提出が必要です（６参照）．なお，ポスターフラッシュ用の PDF ファイル提出期限は 9 月 4 日 (月) 17：

00 です（３の注２参照）． 

 

大会受付サイト: https://forms.gle/eNzKQyGMMpPPVRXj9 

 

※ 申込完了後，登録頂いたメールアドレス宛に Google フォームから確認メールが届きます．登録内容

は，そのメールでご確認ください．確認メールが届かない場合には登録が完了していないか、または入

力したメールアドレスの誤記入などが考えられますので，大会受付サイト担当者（神奈川大・岩元 

akitoshi@kanagawa-u.ac.jp）までお問い合わせください． 

※ Google フォームでの申し込みができない場合も，上記連絡先（会計委員長）までお問い合わせくだ

さい． 

※ 発表スペースに限りがありますので，ポスター発表は早めに締め切らせていただく場合もあります.

https://forms.gle/A4NQ3XxmHQwGo47v6
https://forms.gle/eNzKQyGMMpPPVRXj9
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（上限演題数 50） 

 

完成度の高い研究発表はもちろん，未完成でこれからまとめの段階にはいるような研究発表も歓迎しま

す．多数の発表をお待ちしております． 

なお，発表された学生・大学院生のポスターの中から大会に参加の一般会員の投票により「ポスター賞」

を 1 件選び，賞状と賞品を授与する予定です．オンライン開催になった場合もポスター賞を選出します． 
 
６．ポスター発表講演要旨 
以下の提出要項に従い，8月 10日（木） 17:00までに提出して下さい．要旨は，植物形態学会要旨集

として学会ウェブサイトで事前公開されるとともに，後日 Plant Morphology 誌に掲載され，J-STAGE 上

でも公開されます． 
 

＜要旨提出要項＞ 
1) ポスター発表をされる方は，大会ウェブサイト（学会ホームページ内）より要旨テンプレートをダウンロ

ードして下さい．  
2) 要旨テンプレートの書式に従い，要旨を記入して下さい．字数は 300 字程度，総行数は（ポスター番

号および所属と本文の間の空行も含め）26 行まででお願いします．  
3) 要旨記入済みのファイルを 8 月 10 日（木） 17:00 までに e-mail で大会準備委員長（山形大・宮沢

miyazawa@sci.kj.yamagata-u.ac.jp）までお送り下さい．その際，ファイル名は「形態学会要旨_氏
名.doc」，電子メールのタイトルは「形態学会要旨_氏名」としてください．なお，要旨ファイルを e-mail で
送付できない方は，発表申し込み時にその旨大会準備委員長にお伝え下さい．  
4) 要旨を受領した後，大会準備委員長から受領の確認メールをお送りいたします．８月 16 日（水）まで

に連絡が無い場合は，その旨大会準備委員長までご連絡下さい．  
5) その他，不明な点がありましたら大会準備委員長までご連絡下さい． 
 

7． ポスター発表の形式 

・ポスターのサイズは縦 150 cm×横 90 cm の範囲内で作成してください．  

・ポスターの上部には発表者氏名・所属，表題を明記して下さい．  

・画鋲等の貼り付け用具は本学会で用意いたします．  

 
8．総会・講演会 

総会において「日本植物形態学会３賞」の授賞式をとり行なうとともに，講演会において受賞者による受

賞講演を行なう予定です．奮ってご参加下さい． 

 

9. 日本植物学会第 87 回大会における共催シンポジウム 
9 月 4 日（月），9 月 7 日（木）〜９月 9 日（土）に開催される日本植物学会第 87 回大会において，日本

http://square.umin.ac.jp/pl-morph/pages/news.html
mailto:miyazawa@sci.kj.yamagata-u.ac.jp


植物形態学会が共催するシンポジウム１件が以下のように開催されます. こちらにも奮ってご参加くださ

い． 

 

・一般シンポジウム 

「植物の発生・成長を支える極性形成の制御とその進化」（2023/9/8（金）09:00～12:00 A 会場） 

オーガナイザー：楢本悟史（北海道大学大学院理学研究院），北沢美帆（大阪大学全学教育推進機構） 

[シンポジウム概要] 

生物の発生・成長には，組織・細胞レベルでの極性の形成が不可欠である．近年，植物では，細胞レベ

ルの極性がばらつく例が多数見出されている．ミクロな極性のゆらぎは，マクロな形態の安定性あるい

は可塑性にどのように影響するのだろうか？本シンポジウムでは，発生学・理論生物学・進化生物学な

どの観点から極性形成について最新の話題を提供し，植物と動物という系統・移動性の異なる生物の比

較を通して，生物がどのように極性を獲得し，環境に適応する形で，形態の多様性を進化させてきたか

議論する． 

 

10．その他 
A. 大会プログラムと要旨集は 8 月 30 日（水）までに学会ウェブサイトに掲載する予定です．ダウンロ

ードしてご利用下さい．  

B. 特許出願予定の内容を含む発表をされる場合は，予め特許庁に所定の手続きをお取り下さい．  

C. 外部の託児施設等をご利用になられる場合は，当学会より会員に補助を行います（1 時間あたり

300円程度）．ご利用予定の方は，事前に大会会長（北海道大・長里nagasato@fsc.hokudai.ac.jp）

までお問い合わせください． 

D. 参加時においては，感染防止対策（マスク着用，手指の消毒など）をお願いいたします． 

E. 本年度は，ポスター会場にての飲料の提供と大会後の懇親会は行いません． 

F. 大会参加，ポスター発表申し込み，大会についての連絡，お問い合わせ等は，下記の連絡先まで

お願いいたします． 
  

   [連絡先] 〒990-8560            

        山形県山形市小白川町１−４−１２ 山形大学理学部内           

        日本植物形態学会 第 34 回大会準備委員長 宮沢 豊          

        Tel/Fax: 023-628-4614           

        E mail: miyazawa@sci.kj.yamagata-u.ac.jp 

  

新入会員の申し込みについては本会の学会誌 Plant Morphology または本会ウェブサイト

（http://square.umin.ac.jp/pl-morph/）をご覧下さい. 年会費は一般 3,000 円, 学生 1,000 円です． 
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